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今日、飯田市を代表する遺跡の一つとなっている恒川遺跡群の大規模な発掘調査は、昭和52か ら57年

度にかけて一般国道153号 座光寺バイパス建設に先立って行われました。この調査では、皇朝十二銭の

一つである和同開称銀銭や硯・帯金具といった特殊なものがみつかり、ここが古代 「伊那郡街」跡では

ないかとの推測がなされました。これを受けて、郡行の実態解明のための重要遺跡範囲確認調査を昭和

57年度以降、国・県の補助事業として実施するとともに、バイパス開通以後、沿線の開発が進むなかで、

地権者や地元の皆様の多大なるご協力を得まして、随時発掘調査を実施してまいりました。

平成 6年度の調査では、長野県内ではじめて 「正倉」が確認され、恒川遺跡群が伊那郡街として認識

されることとなりました。

伊那郡行の存在は、律令時代という新たな国家形成がなされていったなかで、この地がその一翼を

担っていたということを示しています。

近年、官衛に関する発掘調査が増加し、研究もかなり進んできていると聞きます。恒川遺跡群の調査

研究がこうした研究に寄与できることを期待しています。

さらに、地域の歴史を学ぶということが、ただ知識として覚えるというだけではなく、私たちが住む

この地の自然環境と人々がどのように関わり合ってきたのかを考える一つのよすがとなるように、文化

財保護に携わる者として、文化財を地域の中で生かす努力をしていかなければとあらためて思う次第で

あります。

最後になりましたが、文化財保護に深いご理解をいただき、ご協力いただきました地権者をはじめと

する関係者の皆様に深く感謝し、刊行の辞とさせていただきます。

平成20年 3月

長野県飯田市教育委員会

教育長 伊 澤 宏 爾



例  言

1.本書は、店舗建設に先立って実施された、飯田市座光寺恒川遺跡群の緊急発掘調査報告書である。

2.調査は、飯田市教育委員会の直営事業として実施した。

3。 調査は、平成18年度に発掘調査、平成19年度に整理作業及び報告書刊行を行った。

4 調査実施にあたり、調査区グリットの設定は飯田市埋蔵文化財基準メッシュ図に基づくものであ

り、基準点測量は有限会社 M2ク リエーションに委託した。

5。 発掘作業及び整理作業にあたり、作業の簡略化を図るために、遺跡名に略号を用いている。さらに、

恒川遺跡群の場合は、遺跡が広範囲にわたるため、地籍ごとの略号に地番を付している。

当概調査地点は、田中倉垣外地籍にあたり、略号KURに 地34604-2を 付している。遺構につい

ては、地籍ごとに連番を付している。

6。 本書では、遺構には以下の略号 (竪穴住居址一 SB、 土坑― SK、 集石― SI、 溝址― SD、 方形周溝

墓一SM)を使用している。

7.調査区の設定は飯田市埋蔵文化財基準メッシュ図に基づいている。今次調査地点は、基準メッ

シュ図LC-75 8-22に 位置する。

8.本書の記述は遺構ごとに行い、遺構・遺物図版及び写真図版は巻末に一括した。

9。 土層の色調については、『新版標準土色帖』1998年度版の表示に基づいて示した。

10。 本書の遺構図は、数字は遺構については検出面から、住居址内については床面からの深さ (単位cm)

を示す。アミ掛けについては、∴∴は焼土、囲辮鋼 は貼床、朧癬灘ヨは炭化物の範囲を示す。断面

図の「P」 は土器、「S」 は石を示す。

11.石器実測図の表現については、「S」 は研磨を示す。

12.本書に関わる図面の整理は、調査員・整理作業員の協力により、澁谷恵美子が行つた。

13。 本書の執筆および編集は、澁谷が行つた。全体の総括を山下誠一が行った。

なお、遺構写真は調査担当者が撮影し、遺物写真は西大寺フォト 杉本和樹氏に委託した。

14本書に関連 した出土遺物及び図面写真類は飯田市教育委員会が管理し、飯田市考古資料館に保管

している。
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第 I章 経

第 1節 調査に至るまでの経過

恒川遺跡群は、昭和52年 に実施された緊急発掘調査により、「古代伊那郡衝」推定地とされて以来、昭

和57年度から文化庁・長野県の補助を受け、伊那郡街としての実態把握のため、範囲確認調査を継続的

に実施している。特に、平成 6・ 7年度に薬師垣外地籍において正倉の一部とみられる建物址群が確認

されたことで、郡衛としての様相が明らかになりつつある。また、郡衝としてだけではなく、縄文時代

以降の集落遺跡としても知られており、市内でも重要な遺跡の一つである。

平成18年 7月 18日 付で、飯田市座光寺4604-2他 における店舗建設にかかわる埋蔵文化財発掘の届出

が提出された。当該工事計画地は、恒川遺跡群の田中倉垣外地籍に所在するが、同地籍内ではこれまで

にも範囲確認調査や緊急発掘調査が実施されており、同遺跡群内でも特に遺構が密集しているところで

あり、恒川遺跡群の中においては主に集落域として位置付けられるところである。

前述のような状況であることから、その保護について、開発者側と飯田市教育委員会とで協議し、本

発掘調査を実施することとなった。

第 2節 調査の経過

発掘調査は、平成18年 8月 28・ 29日 に重機を入れて表土剥ぎを行い、同月30日 に基準点測量を実施し、

同日作業員を入れて発掘調査を開始した。遺構の掘 り下げと実測を順次行い、調査区の全景写真を撮 り、

11月 1日 に現地での作業を終了した。

第 3節 調査組織

〔調査主体者〕

教 育 長  伊澤宏爾

総   括  小林正春 (～平成18年度)

調査担当者  澁谷恵美子  羽生俊郎

調 査 員  馬場保之 (～平成18年度)

作 業 員  伊東裕子  金井照子

竹本常子  田中博人

福沢 トシ子  松下省三

〔事務局―飯田市教育委員会〕

教育次長          中井洋一

生涯学習課長        小林正春

〃  文化財保護係長  馬場保之

〃  文化財保護係   宮澤貴子

宇井延行 (平成19年度～)

山下誠一 (平成19年度～) 下平博行  坂井勇雄

木下力弥  小島康夫  佐々木政充  杉山春樹

中山敏子  中村地香子  服部光男  樋本宣子

松本恭子  宮内真理子  森藤美知子  吉川悦子

(～平成18年度) 関島隆夫 (平成19年度～)

(～平成18年度) 宇井延行 (平成19年度～)

(～平成18年度) 山下誠一 (平成19年度～)

澁谷恵美子   下平博行  坂井勇雄  羽生俊郎
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挿図 1 恒川遺跡群位置図
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第Ⅱ章 遺跡の環境

第 1節 自然環境

長野県飯田市は、県南部を南北に並走する伊那山脈と木曽山脈とに挟まれた伊那谷の南端に位置し、

天竜川はその中央部を南流する。伊那谷の地形は、山脈の形成に関わる断層地塊運動に伴う盆地と大き

な段丘崖とによって構成された複雑な段丘地形であり、さらに天竜川の浸食によって形成された河岸段

丘とによって特徴づけられている。この段丘は、『下伊那の地質解説』によると火山灰土の堆積を基準と

して高位面・高位段丘・中位段丘・低位段丘 I。 低位段丘Ⅱの 5段階に編年されている。

恒川遺跡群がある飯田市座光寺地区は天竜川右岸にあり、市街地の北東 4km、 飯田市の北端部に位

置している。南は飯田市上郷地区となり、北は下伊那郡高森町、東は天竜川を挟んで同郡喬木村と境を

接する。山間部を除いた地形は、南北にのびる断層によって形成される段丘崖を境として、俗に上段と

呼ばれる洪積層の標高600m～470m前後の中位段丘及び低位段丘 Iと下段と呼ばれる沖積層の低位段丘

Ⅱとに大別される。

恒川遺跡群は、地形的には低位段丘Ⅱ飯沼面と別府面にあたる。今次調査地点は、恒川遺跡群の中央

部にあたり、標高430m前後で、北西から南東に向かつて低く、緩やかに傾斜している。段丘崖直下に連

続して存在する湧水が、湿地帯を形成しており、恒川遺跡群で確認される集落の主たる生産域となって

いたとみられる。特に、「恒川清水」といわれる湧水池があり、利水的にも良好な場所といえる。

第 2節 歴史環境

座光寺地区の遺跡立地には地形的特徴が大きく関わつており、上段と下段で遺跡の分布や性格が異な

る。上段には縄文時代から弥生時代にかけての遺跡が多く、特に山麓部には縄文時代の遺跡が集中し、

鳥居龍蔵の調査で知られた大門原遺跡等、また、扇端から上段の段丘端部にかけては弥生時代後期の標

式遺跡である座光寺原・中島遺跡がある。下段には縄文時代から近世にかけての遺跡が複合しており、

時代ごとに立地が若千異なる。

旧石器時代の遺跡は上段においては確認されていないが、下段では終末から縄文時代草創期にかけて

の遺跡として、新井原・石行遺跡で有舌尖頭器が出土している。

縄文時代には、上段では早期の遺跡として、押型文土器が出土した宮崎A遺跡 。米の原遺跡・大門原

遺跡がある。中期の発掘調査例は多くはない。中期初頭の竪穴住居址と土器群が出土した大久保遺跡、

中期中葉から後葉の大集落とみられる大門原遺跡のほか、中期後葉では宮崎B遺跡・座光寺原遺跡 0宮

崎南原遺跡がある。後・晩期は断片的な資料だが、後期前葉の注口土器等が出土した大笹遺跡がある。

また、南大島川沿いにある大井遺跡では詳細時期不明であるが 3基の集石炉が調査されている。さら

に、南大島川の浸食により形成された谷に面した段丘上にもいくつかの遺跡が存在する。美女遺跡では

断片的ではあるが、草創期の遺構・遺物が確認されているほか、早期後葉から中期初頭まで断続的に集

落が営まれている。特に早期では立野式期の集落が調査されており、当地方における縄文社会確立期の

姿を明らかにする上で重要な遺跡であるといえる。これ以外では、半の木遺跡で早期の断片的な資料が
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得られている。晩期終末では美女遺跡・半の木遺跡で遺構が確認されている。

下段では、恒川遺跡群で早期 。前期の断片的な資料がある。中期では新井原 。石行遺跡で中期後葉の

大規模集落の一部が調査されており注目される。後期から晩期前半にかけての様相は明らかでない。晩

期終末では、新井原 0石行遺跡で竪穴住居址と土器群が確認されている。

弥生時代では、上段においては中期の遺跡はほとんど知られていないが、後期になると遺跡数が急増

し、高燥な台地上へ集落展開する。人口増と生産手段の発達、畑作と稲作による複合農業を生産基盤と

したことが背景として考えられる。後期前半では概期の標式遺跡である座光寺原遺跡や大門原B遺跡が、

後半になると中島遺跡 0宮崎A遺跡等の調査例がある。

下段では、中期前半は断片的な資料があるものの、これまでに遺構は認められていない。後半では、

恒川遺跡群で40軒以上の竪穴住居址が確認されている。後期前半は遺構の分布が稀薄であり、居住空間

が限定されていた可能性が指摘されている。後半になると恒川遺跡群のほぼ中心部に位置する田中倉垣

外地籍で密な分布がみられる。

古墳時代では、上段においては断片的な資料が得られているのみであり、古墳の数も下段に比べると

少ない。しかし、段丘端部には前方後円墳の北本城古墳や未調査ではあるが浅間塚古墳がある。前者は

当地方における初期横穴式石室を有し、後者は時期的に古く遡る可能性がある。また、北本城古墳と同

種の石室を有し、銀製垂飾付耳飾を出土した畦地 1号古墳など円墳群が北側に集中する。

下段では、前期には恒川遺跡群において前時代から続く集落展開がみられる。また、半の木遺跡で前

期の住居址が確認されている。恒川遺跡群では中・後期になると分布域も拡大するが、後期末には新屋

敷 0恒川B地籍など北側に分布が偏る。古墳の数は竜丘・松尾地区に次いで多く、下段においても北側

に集中し、集落・生産域と隔絶された立地となる。前期古墳は未確認であるが、中期になると新井原 。

高岡古墳群中にある帆立貝形古墳の新井原12号古墳に近接する4号土墳から馬具を装着した馬歯骨が出

土し、また新井原 2号古墳でも3基の馬の墓が確認されるなど、馬とのかかわりが強い集団の存在が明

らかになってきている。後期になると当地方最大級の規模を有する前方後円墳の高岡 1号古墳が築造さ

れる。円墳では壱丈藪 3号古墳・ナギジリ1号古墳等が調査されているほか、石塚 102号古墳など、段

丘崖下の傾斜地や中小河川に面した傾斜地に小規模単位の円墳群がみられる。

奈良 0平安時代は、上段では断片的な資料が得られているのみであり、現状では古墳時代以降は散在

的に小規模な集落があったとみられる。

下段では、恒川遺跡群は 「伊那郡街」として知られている。政庁域等は特定されていないが、薬師垣

外地籍で正倉が確認されている。新井原・石行遺跡では灰釉陶器蔵骨器を伴う火葬墓群が調査されてお

り、官人層の墓所とも考えられている。また、平安時代の遺構から押出仏が出土している。

中世になると上段では、段丘突端に北本城城跡・南本城城跡・浅間砦が築かれ、小河川に開析された

複雑な地形を生かした立地となっている。北本城城跡は調査により、 4つの曲輪を主体とした居城的な

城郭であるとされ、これに対して南本城城跡は、現在でも良好に当時の姿をとどめている城跡であり、

防御施設の整った防御専門の城郭で、その性格からも北本城城跡との関連が考慮されている。

下段では新井原 。石行遺跡で土葬墓・火葬墓が多くあり、古墳時代以降連続してこのあたりが墓域で

あった様子がうかがえる。

近世では、大門原Dで火葬墓・土葬墓 5基が調査されている。
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第Ⅲ章 調査結果

第 1節 基本層序 師図4)

今次調査地点は、地形的には北から南にかけて低く緩やかに傾斜する。

平成元年度に実施した西側隣接地での発掘調査 (範囲確認調査)で は、洪水堆積層 (「未満水」とい

う)が 10～40cm確認されているが、今回の調査箇所では後世の上部削平および造成により洪水堆積層は

確認されない。しかし、各調査時の遺構確認面 (地山)の高さを比べると、おおむね430。2m前後となり、

地形的にはほぼ平坦である。

今回の調査では東側で10～20cmの造成土の直下で遺構や遺物

包含層が確認され、東側では造成土の下に耕土 (基本層序 I層 )

一黒褐色土 (基本層序Ⅱ層)一黒色土 (基本層序Ⅲ層)一地山

(基本層序Ⅳ層)の堆積がみられる。Ⅲ層は遺物包含層となるが、

断面観察ではこの層中で遺構が確認できる。本来はⅢ層で遺構

検出ができることが望ましかったが、結果的には地山面での検

出となった。このⅢ層は、平成元 013年度の調査の基本層序で

遺物包含層とされる暗褐色土層に相当するとみられる。

I耕 土

Π 10YR 2/3黒 褐色土 SiC粘性な し しま りな し

Ⅲ 10YR 2/1黒 色土  SiC粘 性な し しま りな し (遺 物包含層 )

iV地 山

挿図4 基本層序

第 2節 遺 構 嚇図3)

(1)堅 穴住居址 (SB)

①SB318(第 1・ 14図  図版 2015)

遺 構 DK13を中心に 1/2程度を検出した。SB322 0 32・ SM07を切 り、SK97に 切られる。

規模は確認できた範囲で、東西方向5。3× 南北方向36m、 主軸方向N75° Eで隅丸方形を呈する。堅く

タタキ締められた部分や遺物の出土状態、カマ ド、断面観察から床面および住居址の範囲を把握してい

る。堅い貼床の厚さは 3 cm程度である。壁面は検出面から床面まで10cm程度で、壁面はやや傾斜して立

ち上がる。周溝は確認できず、柱穴は 1箇所 (Pl)確認したのみである。

カマ ドは、住居址の東側で検出した。カマ ド奥から煙道にかけては調査区外となる。本址のカマ ドが

造成土の直下にあったため、造成および重機による表土剥ぎの際に上部が削平されている。カマ ド前面

の床面には lm位の範囲に炭化物と焼土が散在しており、廃棄の際にカマ ドを壊している可能性がある。

石芯粘土カマ ドで、確認した規模は1.0× 0。8mである。

遺 物 カマ ド内から土師器 (杯・甕)(第 14図-104～ 7)が出土している。炊き日付近からは

土師器 (甕)一個体 (同 図-6)が 横倒しの状態で出土しており、中には焼± 0炭化物が入っていた。

カマ ドの脇からは土師器 (小型甕)(同図-3)が 出土している。住居址覆土からは土師器 (内黒杯)

(同 図-2)の ほか、須恵器 (甕)(同図-8)の 破片が出土している。

時 期 出土遺物から古墳時代後期 (6世紀前半)とみられる。
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②SB319(第 102020図   図版 3・ 15)

遺 構 DK13を 中心に検出した。検出時に堅くタタキ締められた部分を確認し、当初はSB318の カ

マドに伴う床面と考えたが、断面観察によりSB318の 上に貼床したものと判断した (第 1図B― B´ )。

確認した堅い床面の範囲は3.0× 26mである。北側でわずかに確認できた壁面は10cm程度である。確

認したのが床面のみであるため、住居址の規模・主軸方向は不明である。

遺 物 本址に伴うと考えられるものとして、堅い床面上から出土した石製紡錘車 (第20図-3)が
ある。このほかは土師器 0須恵器小破片のみである。

時 期 遺物が少なく時期を特定できない。SB318と の関係から古墳時代以降とみられる。

③SB320(第 2014020図  図版 3015)

遺 構 D」15を 中心に全体の 1/3程度を検出した。SB322 0 323 0 330を切り、SK97に 切られる。隣

接するSB318と は平面的には新旧関係を明確に把握することができなかった。そのため、西側壁は推定

である。断面観察ではSB318が切っているようにみえるが、出土遺物からはSB320の 方が新しい。

規模は確認した範囲で43× 1.9m、 主軸方向は長軸でN35° Eの隅丸方形を呈する。壁面は検出面から

床面まで20cm程度で、壁面はやや傾斜して立ち上がる。周溝 。柱穴は確認できなかった。

遺 物 本址の東側隅で土師器 (黒色土器)・ 須恵器 (杯身)0鉄製紡錘車 。不明鉄製品 0砥石 (第 14

図-9010、 第20図-102・ 11)が まとまって出土しているが、床面直上からのものではない。

時 期 出土遺物から平安時代前期 (9世紀中葉)とみられる。

④SB322(第 2図  図版 4)

遺 構 DL14を 中心にカマドのみを検出した。SB318 0 320に 切られる。カマドの周囲に炭化物・焼

土の散布がみられたが、SB330と 重複し、本址の範囲を把握することはできなかった。

カマドは上部が削平されており、袖石の一部とみられる石と火床の一部が残っていた。石芯粘土カマ

ドとみられるが、カマドの原形は留めていない。残存規模は0。75× 0。75mで ある。

遺 物 土師器・須恵器の小破片のみである。

時 期 遺物が少なく時期を特定できない。切り合い関係からは古墳時代とみられる。

⑤SB323(第 2021図  図版5)

遺 構 DK15を 中心に検出した。確認したのは炉址のみである。SB320に 切られる。炉址の上で一

部確認した貼床は、SB322も しくはSB330の 床面の可能性がある。炉址のみのため規模は不明である。

炉址内からは焼± 0炭化物が検出されたのみで、地床炉とみられる。規模は0.58× 045mで ある。

遺 物 炉址の周辺から弥生土器片や有肩扇状形石器 (第21図-10)が出土しているが、本址に帰属

するものであるか不明である。

時 期 出土遺物から特定し難いが、弥生時代以降の可能性がある。

⑥SB324(第 3015図  図版 5)

遺 構 DM12を 中心に検出した。西側が調査区外となり、カマ ドの一部を確認したのみである。
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SB318に 切られる。本址カマ ドの東側にはSM07があるが、SM07の検出面が本址カマ ドから想定される

床面よりも高いことから、本址の中心は調査区外にあたる西側の方にあると考えられる。カマ ドのみの

ため、本址の規模は不明である。

本址のカマ ドは造成土直下で検出されたため、造成及び表土剥ぎの際に上部が削平されている。袖石

の一部とみられる石と火床の一部が残っていた。石芯粘土カマ ドとみられるが、断面観察からみても原

形は留めておらず、廃棄の際に壊された可能性がある。確認した範囲は1.13× 0創hである。

遺 物 カマ ド内から土師器 (甕)(第15図-3)が 、覆土から土師器 (杯 )・ 須恵器 (杯身)(同 図

-10204)が 出土している。

時 期 遺物は少ないが、出土遺物から古墳時代中期 (5世紀後半)とみられる。

⑦SB325(第 4015図  図版 6)

遺 構 DN16を中心に全体の 1/3程度を検出した。SM07・ SK102の 上に貼床している。SB331・ 333

を切り、SK101・ S143に 切られる。隣接するSB3ん とは断面観察からは切り合い関係はない。

本址は、方形にめぐる周溝とその内側の堅くタタキ締められた面を床面として把握した。壁は確認で

きなかったが、周溝による規模は南北方向で5。2mを測る。主柱穴は確認できない。床面は地山を掘り込

み、貼床をしている。床面は堅いが凹凸があり、周溝寄 りがやや高くなっている。この貼床は断面観察

(第 4図B一 B´ )によると、約10cmの厚さがあり、掘り方は版築状に層をなしている (3～ 11層 )。 各層

は黒褐色土・黄褐色の砂質土・黄褐色の粘質土の互層をなしている。さらに、貼床下の層には小礫が含

まれている。住居址の掘 り方は周囲が深く、中央部がやや浅くなっている。また、床下の一部に凹凸の

ある掘り込みが確認できるところがあり、住居址掘り方にかかわるものともみられる。本址の周溝は、

幅25～35cm、 竪穴住居址の周溝としては比較的深く17～ 19cmあ る。周溝内には周溝の西側で浅い掘り込

みが確認できる。

貼床が版築状をなすことから、通常の竪穴住居址とは異なる構造の建物の可能性が考えられる。

遺 物 覆土からであり、確実に伴うか確定できないが、須恵器 (杯蓋・杯身・盤・壺)(第 15図―

5～ 9)が出土している。

時 期 出土遺物から奈良時代 (8世紀前半)の可能性がある。

③SB326(第 3・ 15020図   図版7)

遺 構 DP16を中心に全体の 1/2を検出した。SK94・ S143に切られる。

本址は、北西側で壁が確認できるが、それ以外は周溝により規模を把握した。南北方向で43mになる。

主柱穴は確認できない。堅くタタキ締められた貼床があり、特にカマド前面が堅い。住居址中央の穴 (P

l)は本址に伴うとみられる。底部に柱の痕跡があり、柱掘り方は意図的に埋められたような状態で

あった。

北西側壁で確認された焼土・炭化物から、カマドの存在が想定される。掘り下げたところ火床を検出

したが、石等は残っておらず、構造は不明である。掘り方の範囲は06× Orttmである。

遺 物 出土遺物は破片で量も少なく、図化できるのは土師器 (高杯)(第 15図-10)と覆土から土玉

(第20図-4)が 出土している。
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時 期 出土遺物が少なく、時期の特定ができない。古墳時代以降の可能性がある。

⑨SB327(第 5・ 6。 15020図   図版 8015)

遺 構 D014を中心に全体を検出した。SB333を 切 り、SM07の上に貼床している。S144045。 46に

切られる。

カマ ドは把握していたが、堅い床面を確認できるのはカマ ド周辺のみであり、当初水路を挟んだ反対

側との関係を平面的には明確に把握できなかったこともあり、住居址の範囲についてはやや疑間が残る。

断面観察 (第 5図 C一 C´ )で把握した規模は6.0× 5.Om、 主軸方向はカマ ドからN53° Wになるとみられ

る。柱穴は 1本 (Pl)を確認したのみである。

カマ ドは北西側で確認した。袖石が残存し、石芯粘土カマ ドとみられる。規模は0。9× 0.5mである。

遺 物 カマ ド内から土師器 (壺・甑)(第 15図-12・ 13)が出土しており、Plの上および周囲から

土師器 (壺)(同図-11)が出土している。石器に敲打器 (第20図-7)が ある。

時 期 出土遺物から古墳時代後期 (6世紀後半)とみられる。

⑩SB328(第 7・ 8016図  図版 9010016)

遺 構 DQ10を中心に検出した。SB329の 上に貼床している。SK95。 S147に 切られる。

住居址として確認できたのは、カマ ド及び堅くタタキ締められた床面の一部のみであったため、規模 。

主軸方向は不明である。貼床の厚さは約 3 cmである。

カマ ドは西側で確認した。石芯粘土カマ ドである。規模は1.1× 1。 lm、 両袖石の位置からカマ ドの主

軸方向はN41° Wと なる。火床は厚く残っていた。

遺 物 遺物はカマ ド及び堅い床面の範囲から出土したものを本址に伴うものとした。カマ ド内から

土師器 (内黒杯 0高杯 。壷)(第 16図-2～ 5)が、カマ ド周辺から土師器 (内黒杯 0甕)(同図-1・

7)・ 須恵器 (高杯)(同図-8)が 、やや離れて土師器 (壺)(同図-6)が 出土している。

時 期 カマ ドの出土遺物から、古墳時代後期 (6世紀後半)とみられる。

①SB329(第 7・ 8016図  図版 9010015)

遺 構 DR09を 中心に全体の 3/4程度を検出した。SB332・ S147に 切られる。

本址の上にSB328が貼床しており、南西側は調査区外となるが、 3方の壁が確認できた。北西 0南東

方向で5。3m、 南西・北東方向で5,75mに なる。主軸方向は北西・南東方向でN54° W、 隅丸方形を呈する。

壁は北側が0。7m程度でほぼ垂直に立ち上がる。主柱穴は 1基 (Pl)確認したのみである。周溝は北東

壁際で確認したほか、主柱穴の脇でも検出した。焼土が各所で認められる。

本址の西隅で貼床と焼土を確認し、カマ ドの存在が想定されたが把握できなかった。

貼床下からは弥生土器等が出土し、別の住居址の存在が想定されたが、遺構は確認できなかった。

遺 物 床面から土師器 (内黒杯 0甕)(第 16図-9～ 12)、 覆土から須恵器 (甕)(同図-13)が 出

土している。

時 期 出土遺物から古墳時代後期 (6世紀前半)とみられる。
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⑫SB330(第 9017・ 20図   図版11)

遺 構 DK16を中心に検出した。SB331を 切る。SB320 0 SK97 e sK100 0 SD40に 切られる。

カマ ド及び4本の主柱穴 (Pl～P4)を確認したが、壁は東側の一部を確認したのみであり、正確な

規模は把握できていないが、柱穴等から一辺 4～ 5mの規模になると推定される。主軸方向はNM° W。

4本の主柱穴の横にはそれぞれ同様の小ピットがあり、建替えがあったことも考えられる。

カマ ドは北西側で確認した。掘り方で石の抜き取り痕跡が確認されたため、本来は石芯粘土カマ ドと

みられる。検出時に石はなく、壊されている。規模は0。9× 06m。

遺 物 カマ ドからは土師器片が出土しているのみである。覆土から土師器 (内黒杯)・ 須恵器 (杯

身)(第 17図-1・ 2)のほか、土玉 (第20図-5)が 出土しているが、本址に確実に伴うか明確では

ない。

時 期 確実に本址に伴う遺物がなく、時期の特定がし難いが、古墳時代 (6世紀代)とみられる。

⑬SB331(第 10図  図版11)

遺 構 DL16を 中心に検出した。SB325・ 330に 切られる。確認できたのは炉址と床面の一部であり、

規模・主軸方向は不明である。

炉址は地床炉で、規模は04× OИhである。

遺 物 炉址内からわずかに土器片が出土している。

時 期 遺物がなく、時期の特定ができない。

①SB332(第 8・ 10・ 17図  図版10)

遺 構 DS10を 中心に検出した。調査ではSB329の 方が新しいと判断し、先行して掘り下げたため本

址の全体を把握することができなかった。本址の床面には焼土・炭化物があったが、その延長がSB329

の方にも広がつていた (第 8図)こ とから、本址はSB329の 上に貼床していると考えられる。

北側と西側は調査区外になるため、規模は不明であるが、周溝および床面の状態から一辺 6m程度の

規模、主軸方向はN72° Wになるとみられる。床面は地山面を掘 り込んでいる。全体に堅くタタキ締め

られた貼床となっているが、特にカマ ド前面が堅い。床面上には焼土・炭化物が散布している。

カマ ドは西側で確認した。カマ ド上部は後世の造成により削平されているが、袖の一部と火床が残っ

ていたことから、おおよその規模は幅1.lmに なる。カマ ドの下に周溝が確認できることから、カマ ドが

付け替えられている可能性がある。

遺 物 カマ ドの火床上から土師器 (壺・甕)(第 17図-4～ 6)、 カマ ド下で確認した周溝内から須

恵器 (高杯)(同図-7)、 覆土から土師器 (杯)(同図-3)が 出土している。

時 期 カマ ドの出土遺物から古墳時代後期 (7世紀代)とみられる。

⑮SB333(第 6・ 17図  図版12016)

遺 構 DM15を 中心に 1/3程度を検出した。SM07の上に貼床し、SB325・ 327に 切られる。

SB327に 北側半分を切られており、北側隅の一画で堅い床面と遺物を検出したが、南側の壁は明確に把

握できなかった。推定規模は約4mである。主柱穴は確認できなかった。
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遺 物 北側隅から、土師器 (杯・内黒杯・壺・甕)(第 17図-8～12)が出土している。

時 期 出土遺物から古墳時代中期 (5世紀後半)とみられる。

(2)■ i元 (SK)

①SK94(第 11・ 18図  図版13)

DQ15を 中心に全体を検出した。SB3Xを切る。規模は、062× 0爛m、 深さは0.14mの楕円形を呈する。

SB3んに伴うものと考えられたが、SB326床 面よりも上の高さで検出されたことから別の遺構とした。

土坑の中央に胴部のみの土師器 (甕)(第 18図-1)が据えられていたが、覆土中に焼土・炭化物はなく、

炉址ではないとみられる。性格は不明である。遺物がごく一部のため、時期を特定できない。

②SK95(第 11図  図版13)

DQllを 中心に全体を検出した。SB328を 切る。規模は、1。 1× 1.Om、 深さは0■mの楕円形を呈する。

性格は不明である。土師器 (杯片等)がわずかに出土したのみで、時期を特定できない。

③SK96(第 11図  図版13)

DR13を 中心に全体を検出した。規模は0。98× 062m、 深さ0。37～ 0。%mの不整楕円形を呈する。性格は

不明である。覆土からは弥生土器・土師器 0須恵器が出土しており、時期を特定できない。

④SK97(第 11図  図版13)

DK14を 中心に全体を検出した。SB318 0 320・ 330を 切る。規模は162× 0。78m、 深さ0.18～0.3mの不

整形を呈する。性格は不明である。覆土から土師器破片が出土しているが、時期を特定できない。

⑤SK98(第 11020図   図版13)

D015を 中心に全体を検出した。S143に 切られる。規模は0。83× 067m、 深さ0.56mで隅丸長方形を呈

する。長軸方向はN66° Eである。壁面はほぼ直に立ち上がる。覆土中に炭化物が堆積しており、意図

的に埋められたようにもみられる。性格は不明である。覆土から打製石斧 (第20図-8)、 土師器 0須

恵器破片が出土しているがいずれも小片であり、時期を特定できない。

⑥SK99(第 11図  図版13018)

DR14を 中心に全体を検出した。規模は0。8× 0。72m以上、深さ0.25～04mで不整形を呈する。部分的

に底部に穴状の掘り込みがある。性格は不明である。覆土から土師器 (甕・杯等)の破片が出土してい

るがいずれも小片で、時期を特定できない。

⑦SK100(第11018図   図版13)

DK16を 中心に全体の2/3を検出した。SB330を 切る。規模は0。53× 0.36m以上、深さは0.05mで円形

を呈する。底部から小礫と土師器 (内黒杯)が出土した。壁は緩やかに立ち上がる。性格は不明である。

底部から土師器 (内黒杯)(第 18図-2)が 出土している。出土遺物から古墳時代とみられる。
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物はなく、時期不明。   |

D舅 鼻 量 aを 剰 稚 。SB27綱 唄 S144剛 られる。就 Q3× 東西05m噺 囲に期 し

ている。石はいずれも自然1で大きさは馬～Ю釧である。性格は不明。出土遺物はなく 時期不明。

④S146 C瓢 2図  図麟1の

DN14を 中心に全体を検出した。SB327を 切る。南北0.55× 東西0/hの範囲に集中している。石はい
|

ずれも自然石で大きさは15～20cmで ある。石の下からは長軸方向で規模0.8m以上、深さ0。lmの浅い掘
|

り込みを確認したが、石の方が高い位置から検出されており、両者が伴うものか確定できない。性格は
|

不明。出土遺物はなく、時紳不明。
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DR10を 中心に全体を検出した。SB328・ 329を 切る。南北1.8× 東西0。8mの範囲に散在している。石は

いずれも自然石で大きさは10～20cmである。性格は不明。鉄が出土。時期不明。

(4) 溝址 (SD)

①SD40(第 11図 )

DK15を 中心に検出した。SB330を 切る。北側が水路により削平されている。確認した長さは1創h、

長軸方向N20° E、 幅04～ 0。2m、 検出面からの深さは0。9m、 断面逆台形の溝である。覆土からは土師器

破片が出土しているのみであり、時期を特定できない。

(5)方形周溝墓 (SM)

①SM07(第13018・ 20図  図版14017)

DK120 DN150 DH17を 中心に検出した。南側隅については部分的な確認であるが、ほぼ全体の規模

は把握した。SB318 0 325 0 327・ 333・ SK101・ 102に切られる。規模は北西 。南東方向で約13m、 北東 0

南西方向で約9。5mと なり、長軸方向でN56° W、 長方形を呈する。周溝は幅065～ 0。95m、 検出面からの

深さは0■～0.図mで、断面はV字形である。把握した範囲内では陸橋部はない。遺構の重複が多く埋葬

施設は確認できなかった。周溝内より弥生土器 (壺・甕)(第18図-4～ 7)、 打製石斧 (第20図-90
10)がある。壺 (4)は周溝の北東側で、甕は南東側で出土しているが、いずれも溝址の覆土上層から

であり、当初の埋葬に関わるものではなく、溝がある程度埋まった段階のものと考えられる。出土遺物

から弥生時代後期とみられる。

第 3節 遺構外出土遺物

(1)土器 (第 19図 図版18・ 19)

①弥生時代

1～ 18は 中期後半の壺・甕で、櫛描文を主体とする文様が施されている。このほか、図化していない

が赤彩が認められる破片も出土している。19～22は弥生時代後期前半の壺 0甕である。

②古墳時代

23は前期のS字状口縁台付甕、Zは中期のハケ調整を施した単純口縁の台付甕で 「宇田型甕」とみら

れる。市内での出土例は極めて少ない。

25は、 2箇所に円形もしくは楕円形の孔が認められるもので、破片のため特定できないが多孔の甑底

部とみられる。あは、須恵器 (杯)で 7世紀代である。

(2)石器・石製品 (第20021図 図版18)

第21図-1・ 2は黒曜石製石鏃、 3～ 5は打製石斧、 6は横刃型石器、 7・ 8は快入打製石庖丁、 9

は打製石庖丁、10は有肩扇状形石器、11は石錘、12は磨製石斧、13は磨製石斧 (ノ ミ形)、 14は砥石、第

20図-6は 臼玉である。

-14-



第Ⅳ章 ま

と

清

調

路

と

概

群

湧

る

遺

掘

つ

跡

る

が

る

発

に

遺

あ

広

け

の

相

川

に

に

お

回

様

恒

心

側

に

今

の

中
　
西

籍

　

　

期

や1湿地に挟まれた東西幅約150mの 舌状に広がる微高地上に分布している。

し|て把握できたものは、弥生時代後期から平安時代までのものである。各時

観|す る。

の調査で、縄文時代中期の埋甕とみられる深鉢と黒

期から晩期にかけての遺物が出土している。今回も

断片的な遺物が出土したのみ

|で

あり、該期の集落等については明確ではない。

ら後期にかけての遺構数が増大する。

資料の出土に留まる。周辺部の様相をみると、同地

、これまでに確認された中期の住居址はこの湿地帯

の調査で確認された出土遺物もこれらとほぼ同時期

であり、今回の調査地点も概断の集落の一画にあたることが想定される。

示す。今回の調査では方形周溝墓 1基 (SM07)を確

らは相互に溝を共有するものはなく分散している。

し、規模が11.3× 9.3m、 陸橋をもたない長方形を呈す

るものであり、13× 9。5mの規模で長方形を呈するSM07と 形態的に類似している。両者は埋葬施設が確

W、 SM07が N56° Wと なり、ほぼ軸を一とする。い

る。しかし、これ以外の方形周溝墓については時期

まとまりは現時点では把握できない。

にある。今回の調査では後期の遺物は出土している

:期的に方形周溝墓よりは古い様相を示す。いずれに

いことから、墓域と集落域との関係を把握するには

至らない。ただし、これまで
卜

調査された後期の竪穴住居址の分布をみると、今回の調査地点を中心と

して方形周溝墓が確認される卜画は比較的竪穴住居址が少なく、これに対しこの一画を挟んで南西側と

北側にそれぞれ集落のまとま|り がみられる。個々の遺構・遺物の検討が必要であるが、後期後半におい

ては今回調査地点周辺を墓域
|と

していた可能′性が高い。

〔古墳時代〕

田中倉垣外地籍内では、古墳時代前期の遺構は確認されているが極めて少なく、恒川遺跡群全体でみ
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た場合、概期の遺構が集中するのは、田中倉垣外地籍の東側にあり、恒川遺跡群のほぼ中央にあたる「恒

川清水」周辺 (恒川AoB地籍)である。中期以降は住居址の数が増加する。中期中葉以降の様相は本

格的な古墳築造の開始ともかかわってくる。恒川遺跡群の北側の段丘上に立地する高岡・新井原古墳群

は、帆立貝形古墳の新井原12号古墳を中心に円墳等で構成される古墳群であるが、馬を埋葬した土墳の

存在から、中期における古墳形成が馬とのかかわりの中で展開したことを裏付けるものとなっている。

恒川遺跡群全体でみると、田中倉垣外地籍以外にも集落のまとまりが確認できることから、居住域を異

にする各集団が古墳形成にどうかかわったかが今後の検討課題である。後期前半には前方後円墳の高岡

1号古墳が築造され、集落としても中期から継続する展開がみられる。古墳時代も終末になると集落が

縮小するが、古墳後期末～飛鳥時代については、郡衛としての性格を考えると該期の集落のあり方は、

次の新たな体制 (律令体制)へと移行する中での新たな展開とも捉えられる。集落の大きな移動や再編

成があることが想定される重要な時期といえる。

今回の調査では、前期の遺構は確認されていないが、S字状口縁台付甕の破片が出土しており、概期の

遺構の存在が想定される。

今回の調査で最も多く確認されたのが、中期後半から後期前半の竪穴住居址である。これらの住居址

は重複しており、集落域としての連続性がみられる。今回確認された住居址は、いずれもカマ ドを有す

るものである。しかし、調査区内全体から出土した遺物は多いものの、各住居址に伴う遺物は必ずしも

多くはなく、把握したのがカマ ドのみというものもあるなど、検出状況は良くない。基本的には通常の

集落のあり方とみることができる。

〔奈良時代〕

集落としては、恒川遺跡群内でも遺構分布が密な地域である。概期は大型の住居址を中心とし、これ

に掘立柱建物址群が伴う集落構成がなされていたと考えられる。大型の住居址には和同開称銀銭が出土

したS図や一辺13mの規模を有するSB76か らは鈴帯金具が出土しており、建物自体の構造も含めて特

殊性があるとみられ、官衛 (伊那郡街)に関わる周辺集落としての様相をもつと考えられる。

今回の調査では、概期の遺構としてはSB325と S143が あり、いずれも8世紀前半とみられる。

このうち、SB325に ついて触れておきたい。第Ⅲ章第 2節で述べたように、通常の竪穴住居址とは異

なる構造をもつとみられる。これと類似した遺構を周辺で探してみると、これまで囲溝址として報告し

てきたものに近い。田中倉垣外地籍内にある囲溝址 102は、いずれも方形に区画する溝として認識さ

れている。他の遺構との重複のため全体が把握されておらず、囲溝址 1は弥生時代後期の可能性がある

と報告されているが、溝内からの出土遺物が少ないことから時期の特定が難しい。市内の他の遺跡でみ

ると、安宅遺跡の囲溝址 4は ほぼ全体を把握しており、全体の規模114× 5.5m、 溝の幅30～ 40cm、 深さ

20cmに なり、溝内には lm程度の間隔で小ピットがある。本址に伴う遺物の出土はなく時期を特定でき

ない。これについても方形に区画する溝として認識されている。この方形の溝址の内側には建物に関わ

る施設は確認されていないが、壁建ちの建物の可能性が考えられる。今回確認されたSB325は 東側で一

辺が5。2mと なり西方向に延びるが、調査区外となるため規模は不明である。周溝の幅25～ 35cm、 深さ17

～19cmで、溝内のビットは部分的に確認されている。溝の形態から安宅遺跡の囲溝址 4と の類似が想定

される。SB325の 場合は、方形の溝の内外に本址に伴う柱穴等は確認できないが、内側が版築状に層を
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I基本層序
1 10YR 2/1 黒色土
2 10YR 3/2 黒掲色土に10YR 5/6黄 褐色砂30%含む
3 10YR 5/6 黄褐色土に10YR 2/2黒 褐色±40%含む
4 10YR 2/1 黒色土に10YR 4/2灰 黄褐色土プロック10%含 む
5 10YR 2/2 黒褐色土に10YR 5/6黄 褐色土含む
6 10YR l.7/1黒 色土
7 10YR 4/2 灰黄褐色土に2/2黒褐色土・5/6黄褐色土各5%含む
8 10YR 3/2 黒掲色土に10YR 4/3に ぶい黄褐色砂30%含む
9遺構
10 10YR 5/6 黄褐色土に10YR 2/2黒 褐色±5%含む
11 10YR 2/1 黒色土に10YR 5/6黄 褐色±3%含む

SC粘 性な し

SC粘 性ややあ リ

SL粘 性ややあ り

SC粘 性ややあ リ

SC粘 性ややあ リ

SC粘 性な し

SC粘 性な し

SL粘 性な し

SC粘 性な し

SC粘 性ややあ り

しまりなし

しまりあり (SB319貼 床)

しまりあり (S8318貼 床)

しまりややあり

しまりややあり (遺構)

しまりなし (遺綺)

しまりなし

しまりなし

しまりややあり

しまりややあり (遺構)

βl

＞

卜
ω
鈍

一

い
|

0         1m

暗褐色土  焼±20%含む

黒褐色土

褐色土   焼土粒2%含む

掲色土

暗褐色土に 10YR 6/6明 黄褐色土粒含む

黒色土に 10YR 4/6褐 色土含む

黒褐色土

黒褐色土 に10YR 5/6黄 褐色土・2/1 黒褐色土含む

黒褐色土に 10YR 5/6黄 褐色土含む

黒掲色土

黒掲色土  焼土粒5%含 む

黒色土   焼土粒50%含む

褐色土   焼土塊

にぶい黄褐色土

黒色土   焼土粒・炭化物2%含む

黒褐色土  焼土粒 10%・ 炭化物3%含 む

黒褐色土 に10YR 6/6明 黄褐色土粒・焼土プロック2%含 む

にぶい黄褐色土  焼土少量含む

黄橙色土

黒褐色土 に10YR 5/6責 褐色土プロック含む

黒色土

黒褐色土

CL粘 性な し   しまりあ り

CL粘 性な し   しま りあ リ

CL粘 性あ り   しま りあ り

CL粘 性あ り   しま りあ り

CL粘 性ややあ り しまりあ り

CL粘 性あ り   しまりあ り

CL粘 性な し   しま りあ り

CL粘 性な し   しま りあ り

CL粘 性ややあ り しま りあ り

CL粘 性な し   しま りあ り

CL粘 性な し   しま りあ り

CL粘 性な し   しまりあ り

CL粘 性な し   しま りあ リ

SL粘 性な し   しま りあ り

CL粘 性な し   しまりあ り

CL粘 性な し   しま りあ り

SL粘 性ややあ り しま りあ り

SL 粘性な し   しま りあ り

SL粘 性あ り   しま りあ り

SL粘 性な し   しまりあ り

SL粘 性な し   しま りあ リ

SC粘 性ややあ り しま りあ リ

基本層序
10YR 3/3
10YR 3/2
10YR 4/4
10YR 4/6
10YR 3/4
10YR 2/1
10YR 2/2

8 10YR 2/2
9 10YR 2/2
10 10YR 3/1
11 10YR 3/2
12 10YR 2/1
13 2_5YR 4/6

14 10YR 4/3
15 10YR 2/1
16 10YR 3/2
17 10YR 3/2
18 10YR 5/4
19 10YR 7/8
20 10YR 3/1
21 10YR 2/1
22 7.5YR 3/1

∩
|

第 1図  SB318 0同カマ ド
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用地外

SB320

基本層序
10YR 2/1 黒色土
10YR 2/2 黒褐色土に10YR 5/6 黄褐色±10%含 む
10YR 3/4 暗褐色土に10YR 5/6 黄褐色±5%含 む
10YR 3/2 黒褐色土 焼土粒7%、 炭化物3%含む
10YR 5/6黄褐色土 地山プロック
10YR 3/2 黒褐色土に10YR 5/6 黄褐色±10%含む
10YR 3/2 黒褐色土に10YR 5/6 黄褐色±7%含む
10YR 2/1 黒色±  10YR 5/6 黄褐色±3%含む
10YR 3/4 暗褐色土に10YR 5/6 黄褐色±40%含 む
10YR 5/6 黄褐色土に10YR 2/2 黒褐色土プロック5%含む
10YR 2/2 黒褐色土に10YR 5/6 黄褐色土プロック3%含む

0         2m

SC粘 性な し

SC粘 性な し

SC粘 性な し

SC粘 性ややあ り

SC粘 性ややあ り

SC粘 性ややあ り

SiC粘性な し

SC粘 性ややあ り

SC粘 性な し

SC粘 性な し

SL粘 性ややあ リ

しまりなし
しまりなし
しまりなし
しまりなし
しまりなし
しまりなし
しまりなし
しまりややあり (SB320床面)

しまりなし
しまりややあリ
しまりややあり

④

０

SB323

1 10YR 3/4 暗褐色土に10YR 8/8黄橙色土プロック10%・焼土・炭化物含む
2 10YR 3/3 暗褐色土 炭化物含む
3 10YR 3/2 黒褐色土に10YR 8/8 黄橙色土プロック7%含む
4 焼土

320・ 322カ マ ド・323炉址

-20-

SB322
1 75YR 5/3
2 25YR 4/6
3 10YR 4/1
4 10YR 3/2
5 10YR 2/2
6 75YR 2/3
7 5Y   7/3
8 5Y   7/3
9 10YR 2/1

4

SB323

0         1m

にぶい褐色土 焼土プロック5%含む

赤褐色土   焼土

褐灰色土

黒褐色土   焼土プロック5%、 炭化物含む

黒褐色±   4層 よ り炭化物多 し

極暗褐色土  焼土ブロック 1%、 炭化物含む

浅黄色土   地山プロック

浅黄色土   地山プロックに10YR 3/2黒掲色±10%含む

黒色土

粘性な し   しまりややあ り

粘性な し   しまりややあ り

粘性な し   しまりややあ リ

粘性ややあ り しまりややあ り

粘性ややあ り しまりややあ り

粘性ややあ り しまりややあ り

粘性な し   しまりややあ り

粘性ややあ り しまりややあ リ

粘性な し   しまりややあ り

粘性な し   しまりあ り

粘性な し   しまりあ り

粘性な し   しまりあ り

“

ＳＣ

ＳＣ

ＳｉＣ

ＳＣ

Ｓ Ｃ

ＳＣ

ＳＣ

ＳｉＣ

　

　

ＳＣ

ＳＣ

ＳＣ

0           1.m

SB322

葺:2[□  SB319



ml

A‐ A・ ・B-3・ 共通

I基本層序

1 5YR 5/6 明赤褐色土 焼土

2 10YR 3/2 黒褐色土  焼土粒3%・ 炭化物3%含む
3 10YR 3/1 黒褐色土

4 10YR 4/2 灰黄褐色土

黒褐色土  焼土粒3%、 炭化物3%含む
暗褐色土  焼土粒3%、 炭化物3%含む
暗褐色土  焼土粒5%、 炭化物3%含む
暗褐色土

黒褐色土

褐色土

粘性ややあ り しまりややあ リ

SIC粘性ややあ り しまりややあ リ

SiC粘性ややあ り しまりややあ り

SiC粘性ややあ り しまりややあ リ

SiC粘性あ り   しまりややあ リ

SiC粘性ややあ り しまりややあ り

SC粘 性ややあ り しま りややあ リ

SC粘 性ややあ り しまりややあ り (SB324覆 土 )

SC粘 性ややあ り しまりややあ り (ビ ッ ト)

SiC粘性ややあ り しまりややあ り (SB318)

鞭

派

Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ

鞭

５

６

７

８

９

Ю

ム 〇
寸

〇
∞
ヾ

一
‐

・
Ｎ
∞
ｍ
∽

曽

01

0         1m

10YR 3/2 黒褐色土    焼土プロック40%・ 炭化物5%含む
25YR 7/6 明黄褐色土

25YR 6/3 にぶい黄褐色土 炭化物含む
10YR 3/2 黒褐色土

焼土

SIC粘性な し

SC粘 性ややあ リ

SC粘 性ややあ り

SIC粘 性ややあ り

SIC粘 性ややあ り

SC粘 性な し

SIC粘 性な し

SIC粘 性な し

SIC粘 性ややあ り

S 粘性な し

SIC粘 性な し

SIC粘 性な し

SIC粘 性ややあ り

SC粘 性ややあ り しまりややあ り

SC粘 性な し   しまりややあ り

SC粘 性な し   しまりややあ り

SIC粘性ややあ り しまりややあ り

バ
一

o         2m

B‐B‐ ・CC・ 共通

I基本層序

Π 基本層序

Ⅲ 基本層序

1 10YR 2/1 黒色土に10YR 5/6 黄褐色土プロック3%・ 炭化物2%含む

2 10YR 3/2 黒褐色土に10YR 5/6 黄褐色土プロック 10%含 む

3 10YR 2/1 黒色土

4 10YR 2/1 黒色土に10YR 5/6 黄褐色土プロック20%含む

5 10YR 3/2 黒褐色土に10YR 5/6 黄掲色土プロック10%・ 焼土粒5%・ 炭化物5%含む

6 10YR 3/2 黒褐色土 焼土粒50%含む

7 10YR 3/2 黒褐色土に10YR 5/6 黄褐色土プロック4%含 む

8 10YR 3/2 黒褐色土

9 10YR 3/2 黒褐色土に10YR 4/4 褐色砂 ブロック40%含 む

10 10YR 4/4褐 色土

11 10YR 2/2 黒褐色土

12 10YR 2/2 黒褐色土に10YR 5/6 黄褐色土ブロック5%含む

13 10YR 4/2 灰黄褐色土に10YR 5/6 黄掲色土プロック5%・ 焼土粒5%含む

第 3図  SB324カ マ ド・326・ 同カマ ド

SB326

しまりなし

しまりあり (貼床)

しまりなし

しまりなし

しまりなし

しまりややあり

しまりなし

しまりなし (遺欄)

しまりなし (遺綺)

しまりなし (遺構)

しまりなし (SB325覆 土)

しまりなし (SB325周 溝覆土)

しまりややあり (SB325覆 土)
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SB331

基本層序
10YR 2/2 黒褐色土                      sc
10YR 2/2 黒褐色土に10YR 5/6 黄褐色±5%含 む       SC
10YR 5/6 黄褐色土に10YR 2/2 黒褐色±50%含む       L
10YR 3/2 黒褐色土に10YR 5/6 黄褐色土径3°を10%含 む   SC
10YR l.7/1黒 色土   炭化物3%含む             SC
10YR 5/6 黄褐色土に10YR 3/2 黒褐色±50%含む       S
10YR 3/2 黒掲色土に10YR 5/6 黄褐色砂プロック10%含 む   SC

8 10YR 5/6 黄掲色土に10YR 3/2 黒褐色土プロック7%含む    S
9 10YR 4/2 灰黄掲色土に10YR 5/6 黄掲色砂プロック5%・ 焼土粒1%含む SC
10 10YR 3/2 黒褐色土に10YR 5/6 黄褐色砂プロック 10%含 む   SC
ll 10YR 5/6 黄掲色土に10YR 3/2 黒褐色土ブロック3%含む    SC
12 10YR 3/2 黒掲色土                      SiC
13 10YR 3/2 黒掲色土に10YR 4/4 灰黄褐色砂プロック40%含 む  SC
14 10YR 4/4 褐色土                       S

型 し 、 丁
__刊 二

0         2m

粘性な し   しまりな し

粘性な し   しま りな し

粘性ややあ り しま りあ り

粘性ややあ り しまりややあ リ

粘性ややあ り しまりややあ リ

粘性ややあ り しまりあ り

粘性ややあ り しま りややあ り

粘性ややあ り しま りあ り

粘性ややあ り しま りややあ り
粘性ややあ り しま りややあ リ

粘性ややあ り しま りややあ リ

粘性な し   しま りな し

粘性ややあ り しま りややあ り

粘性な し   しま りな し

(SB325周 溝覆土 )

(貼床 )

(貼床 )

(版築状 )

(版築状 )

(版築状 )

(版築状 )

(版築状 )

(版築状 )

(版築状 )

(遺構 )

(遺構 )

〇
〇
百
ぬヨⅥ酬
『

第 4図  SB325
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基本層序

基本層序

10YR 2/2 黒褐色土

10YR 2/1 黒色土

10YR 2/2 黒褐色土    焼土粒5%含 む

10YR 5/4 にぶい黄褐色土に10YR 2/2 黒褐色±40%含 む

10YR 3/4 暗褐色土に10YR 5/6 黄褐色±40%・ 炭化物粒含む

75YR 4/3 褐色土に10YR 5/6 黄褐色±5%・ 焼土粒5%含む
10YR 2/2 黒褐色土に10YR 5/6 黄褐色±3%・ 焼土粒 1%含 む

8 10YR 3/3 暗褐色土に10YR 4/2 灰黄褐色±20%含む
9 10YR 4/2 灰黄褐色土に10YR 5/6 黄褐色±20%含む
10 10YR 2/3 黒褐色土
11 10YR 2/1 黒色土に10YR 5/6 黄褐色±40%含 む

0         1m

10YR 3/3 暗褐色土に10YR 7/8 黄橙色±5%含む

10YR 3/3 暗褐色土    焼土・炭化物粒含む

10YR 3/4 暗褐色土に10YR 7/8 黄橙色±2%含む

10YR 2/2 黒褐色土    焼土粒5%含む

10YR 5/4 にぶい黄褐色土 に10YR 2/2 黒褐色±40%・ 炭化物粒含む

25YR 2/1 黒色土

10YR 7/6 明黄褐色土に10YR 4/2 灰黄褐色±7%含 む

10YR 3/2 黒褐色土に10YR 7/8 黄橙色±2%含む

焼土

第 5図 SB327・ 同カマ ド 0333
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SIC粘 性な し

SIC粘 性な し

SiC粘 性ややあ リ

SL粘 性ややあ リ

SL粘 性ややあ り

SL粘 性ややあ り

SL粘 性ややあ り

SC粘 性ややあ り

SiC粘 性ややあ り

SIC粘 性な し

SC粘 性ややあ リ

しまりなし
しまりなし
しまりややあり
しまりややあリ
しまりあり
しまりややあり
しまりややあり
しまりなし
しまりなし
しまりなし
しまりあり

(ビ ット)

(SB327カ マド)

(SB327カ マド)

(SB327貼 床)

(S3327貼 床 )

(S8327掘 り方 )

(S8327掘 り方 )

ｍヽ

SC粘 性な し   しまりあ り

SC粘 性な し   しまりあ リ

SC粘 性な し   しまりあ り

SiC粘性ややあ り しまりややあ り

SL粘 性ややあ り しまりややあ リ

SiC粘 性な し   しま りあ り

SC粘 性な し   しま りあ り

SC粘 性な し   しまりあ り

(SB327カ マド)

(SB327カ マド)

9・ 9~
SB327カ マ ド



43100

m

0         1m

第 6図 SB327・ 333 遺物出土状況
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0         2m

く
′

焼土粒含む

焼土・炭化物粒含む

焼土・炭化物粒含む

焼土粒含む

焼土粒含む

焼土 ・炭化物少量含む

“
|

ml

0

SC粘 性あ り   しまりあ り
SC粘 性な し   しまりあ り
SC粘 性ややあ り しま りあ り
SC粘 性ややあ り しまりあ り
SC粘 性な し   しま りあ り
SC粘 性な し   しまりあ り
SC粘 性あ り   しま りあ り
SC粘 性な し   しま りあ り
SC粘 性な し   しまりあ リ
SC粘 性な し   しま りあ り
SC粘 性あ り   しまりあ り
SC粘性あり   しまりあり
SC粘性ややあり しまりあリ
SC粘性ややあり しまりあリ
SC粘性あり   しまりあり

基本層序

基本層序
10YR 3/2
10YR 8/8
10YR 4/3

黒掲色土

黄橙色土

にぶい黄褐色土

明黄褐色土

褐灰色土

褐灰色土

黒褐色土

灰黄褐色土

明黄褐色土

明黄掲色土

黒褐色土

暗褐色土

黒褐色土

にぶい黄橙色土

にぶい黄橙色土

用地外

4 10YR 6/6
5 10YR 4/1
6 10YR 4/1
7 10YR 3/1
8 10YR 4/2
9 10YR 6/6
10 10YR 7/6
11 10YR 3/1
12 10YR 3/3
13 75YR 3/1
14 10YR 6/4
15 10YR 5/4
16焼土

第 7図  SB328・ 同カマ ド・329
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第 8図 SB328・ 3290332 遺物出土状況
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SB320
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黄褐色土プロック5%含む

黄褐色土プロック10%含む

黄褐色土ブロック40%含 む

黄褐色土プロック 15%含 む

0         2m

SC粘 性ややあ り

SC粘 性な し

SC粘 性な し

SC粘 性な し

SC粘 性な し

SC粘 性な し

SC粘 性ややあ り

SiC粘性ややあ り

SC粘 性ややあ り

SC粘 性ややあ り

SC粘 性ややあ り

SC粘 性ややあ り

しまりややあり (ビ ット)

しまりなし
しまりなし   (ビ ット)

しまりなし
しまりなし
しまりなし
しまりなし
しまりややあり (員占床か)

しまりなし
しまりややあり (貼床か)

しまりなし
しまりなし

〇
い
０

∞
ヾ

0         1m

ψ

繁

「

ψ

ψ

“

ψ

ψ

ψ

ψ

狛

珀

・
　

ＯＹＲ

ＯＹＲ

ＯＹＲ

ＯＹＲ

ＯＹＲ

ＯＹＲ

ＯＹＲ

ＯＹＲ

ＯＹＲ

ＯＹＲ

ＯＹＲ

ＯＹＲ

Ｃ．Ｃ

ｌ

２

３

４

５

６

７

８

９

‐Ｏ

Ｈ

‐２

黒褐色土

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色上に10YR

にぶい黄橙色土

黒褐色土

黒掲色上に10YR

黒褐色土

黒褐色土に10YR

黒色土

黒褐色土に10YR

黒褐色土

にぶい赤褐色土

黒褐色土

暗褐色土

黒褐色土

5/6

5/6

5/6

カマ ド
7.5YR 3/2

5YR  4/3
75YR 2/2
75YR 3/3
75YR 2/2

焼土・灰含む     SC粘 性な し しまりあ リ

焼土         SC粘 性な し しまりあ り

焼土多く含む     SC粘 性あ り しま りあ り

焼土 。灰・炭化物含む SC粘 性あ り しま りあ リ

SiC粘性あ り しま りあ リ

第 9図 SB330・ 同カマ ド

ー27-

０
「
日「Ｏ【



用地外

‐

Ｑ

‐

ｏ

SC粘 性な し   しまりややあ り

SC粘 性ややあ り しまりややあ り

―

ト

ギ

ー〇
∞
〇
∞
ヾ

0         2m lm

SB331

1 10YR 4/3 にぶい黄褐色土
2 10YR 3/2 黒掲色土
3 焼土

〇
卜
●
∞
ヾ

0         2m

‐ＯＹＲ

艇

‐ＯＹＲ

‐ＯＹＲ

h
SB332

第 10図 SB331・ 同炉址・332・ 同カマ ド

明黄掲色土

黒褐色土  焼土・炭化物5%含 む

暗褐色土  焼土・炭化物15%含む

SC粘 性な し   しまりあ リ

SC
SC粘 性あ り   しまりあ り

SC粘 性ややあ り しまりあ り
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第 11図  SK94～ 102・ SD40

SK102

S K 101

-29-



電SK98 

。 。

Ｌ

り

円

斜

Ｊ

劉

Ｔ

ｍヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

⑦

O 04C^-\ o o

― Q

430.30

43020

%」

S146

め

学

OC、
~

合

43030

∩

S144

GO― 〇

S145

_Oθ
魏

43040
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10YR 3/1 黒褐色土    遺物出土

10YR 4/3 にぶい黄褐色土 に10YR 6/8 明黄褐色土含む

10YR 3/1 黒褐色土に10YR 6/8 明黄褐色±50%含む

10YR 4/2 灰黄褐色土

10YR 5/4 にぶい黄褐色土
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第 13図 SM07
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8

0                      10 cm

第 14図 SB318(1～ 8)・ SB320(9・ 10)出土遺物
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(11～ 13)出土遺物(5～ 9)・ SB326 (10)・ SB327
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第 15図  SB324(1～ 4)・ SB325
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第 16図 SB328(1～ 8)・ SB329(9～ 13)出土遺物
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0                   10 cm

第 17図 SB330(1・ 2)・ SB332(3～ 7)・ SB333(8～ 12)出土遺物
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第18図  SK94(1)・ SK100(2)・ S143(3)・ SM07(4～ 7)出土遺物

-36-



0                       11



ググ
ググ
レ~~~ミ

/

tO
ヽ ン

Ａ
＝
出
劇

一

(〔〔::::::::::::::::)))         7

11

曲

榊

瑚

ｄ
『

0                      10 cm

一

一̈　　２

∩肝
貪
Ψ
Ｑ

一

』L 3

0                    5 cm

―◎――◎―一◎―

GD  GD  00
4             5           6

0                3 cm

第20図  SB319(3)O SB320(1・ 2・ 11)・ SB326(4)・ SB327(7)・ SB330(5)・ SK98(8)

SM07(9・ 10)・ 遺構外(6)出土遺物

―

-38-



ffi0
<>1

AA-ffi-fil
V

O2
g Scm

:

0     5

一
　

　

　

　

　

　

１

一

ｎ
鵬
酬
皿
柵
酬
皿
皿
Ｍ
　
ｌ３

一

〇

一

I

:

I

MA
-dl,'tt,,$l-/ I

[ir.'.., 
t;i'-',';fi \ /\ffi/ v

I

-11

0 10cm





図版 1

■■曙移弾薇剛囲曇動

ず千士 ■

,い ヒヽ]
―

   _

'P‐

lむ
・`

11

=●し`

凛 ヽ



図版 2

SB318

同 カマ ド
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図版 5

SB323 1P~1止

SB324 カマ ド

SB324 カマ ド断面
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図版 6
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SB326

同 カマ ド

同 中央ピット断面
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図版 8
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図版 9

SB328(2生 )。 SB329(ラ占)

SB328 カマ ド

同 カマ ド断面
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図版10

SB328(上 )・ SB329(下 )・ S147(中 )

SB329(2生 )。 SB332(ラ昔)

SB332 カマ ド



図版 11

SB330

SB330 カマ ド

証|:ill

SB331  カ111:
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図版 12

同 遺物出土状況
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図版 13
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図版 14

Sh/107
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図版 15

SB319

SB318

SB320
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図版 16



図版 17

SM07

SN107
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図版 18

SK98

S143

遺構外

遺構外

遺構外
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図版 19

遺構外
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20205
35°
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48″

137°
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平成 18年

8月 28日

11月 1日

207ゴ 店舗建設

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

恒 川 遺 跡 群
集落 弥生時代

古墳時代

平安時代

方形周溝墓

竪穴住居址

土坑 0集石・溝址

弥生時代土器・石器
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弥生時代の墓域

古墳時代の集落域

奈良・平安時代の集

落域

要 約

・恒川遺跡群の田中倉垣外地籍は、基本的には集落域の一画とされており、今回の調

査結果もそれを追認するものである。

・今回確認された各時期の様相をみると、弥生時代後期においては墓域として、古墳

時代から奈良・平安時代にかけては集落域であったことがわかる。奈良時代におい

ては、北東側にある「伊那郡衛」との関連がある集落として位置付けられる。
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